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（
３
）
障
害
者
雇
用
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て

　

平
成
30
年
４
月
よ
り
障
害

者
雇
用
率
が
２
・
０
％
か
ら

２
・
２
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

令
和
２
年
度
末
ま
で
に
２
・

３
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
対
象

企
業
は
平
成
30
年
度
に
は
従

業
員
50
人
以
上
か
ら
45
・
５

人
以
上
に
、
令
和
２
年
度
末

ま
で
に
は
43
・
５
人
以
上
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
８
月
、
中
央
省

庁
の
障
害
者
雇
用
の
水
増
し

に
つ
い
て
報
道
さ
れ
、
そ
の

後
の
採
用
に
よ
り
昨
年
６
月

時
点
で
は
２
・
４
％
に
な
っ

た
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、

依
然
国
・
地
域
公
共
団
体
の

法
定
雇
用
率
２
・
５
％
に
は
達

し
て
お
ら
ず
、
障
害
者
雇
用

率
の
向
上
が
難
し
い
こ
と
を

示
し
て
お
り
ま
す
。
当
業
界

は
、
身
体
障
害
者
だ
け
で
な

く
知
的
障
害
者
等
を
雇
用
し
、

障
害
の
あ
る
方
々
の
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
障
害
者
雇
用
を
促
進
さ
せ

る
た
め
に
、
以
下
の
と
お
り

要
望
し
ま
す
。

ア 

知
的
障
害
者
を
雇
用
す
る
場

合
は
、
必
ず
サ
ポ
ー
タ
ー
（
補

助
者
）
の
配
置
を
必
要
と
し
ま

す
が
、
一
般
競
争
入
札
に
お
け

る
最
低
入
札
金
額
の
落
札
額

で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
の
経

費
を
見
積
も
る
余
地
が
あ
り

ま
せ
ん
。
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
経

費
を
含
め
た
契
約
案
件
の
試

（
１
）
感
染
症
対
策
費
の
発
注
者

負
担
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
３
月
３
日
、
中
小

企
業
庁
か
ら
各
府
省
及
び
各

都
道
府
県
知
事
宛
て
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
者

に
対
す
る
官
公
需
に
お
け
る

配
慮
に
つ
い
て
」
に
て
、
原
材

料
・
輸
送
費
等
の
適
切
な
予
定

価
格
の
見
直
し
を
行
う
よ
う
、

ま
た
同
年
４
月
20
日
に
は
、
国

交
省
か
ら
都
道
府
県
・
政
令
指

定
都
市
宛
て
通
知
に
て
、
工
事

に
閲
し
感
染
症
対
策
費
を
発

注
者
が
負
担
す
る
よ
う
通
知

が
発
出
さ
れ
て
い
る
が
、
委
託

事
業
に
お
い
て
も
通
知
の
趣

旨
を
徹
底
し
て
頂
き
た
い
。

　

ま
た
、
発
注
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
着
用
を
指
示
す
る
マ
ス

ク
、
施
設
利
用
者
用
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置
の
費

用
に
つ
い
て
は
発
注
者
側
の

負
担
に
て
準
備
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
２
）
官
公
庁
施
設
の
契
約
変
更

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
官

公
庁
の
管
理
す
る
施
設
（
外
郭

団
体
が
管
理
す
る
場
合
を
含

む
）
の
利
用
縮
小
や
閉
鎖
が
起

き
、
そ
れ
に
伴
う
管
理
費
の
削

減
が
言
い
渡
さ
れ
た
例
が
あ

り
ま
す
。
業
務
縮
小
や
閉
鎖

を
理
由
と
し
た
従
業
員
の
解

雇
や
待
遇
変
更
は
困
難
で
あ

り
、ま
た
「
雇
用
調
整
助
成
金
」

に
は
上
限
が
あ
る
た
め
、
事
業

い
レ
ベ
ル
の
衛
生
環
境
の
確

保
を
責
務
と
し
て
事
業
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
現
状
で
は
、
こ
れ

ら
の
施
設
管
理
の
受
発
注
に

お
い
て
は
、
他
の
施
設
と
同

様
、
地
域
別
最
低
賃
金
等
を

ベ
ー
ス
に
し
た
人
件
費
や
材

料
費
等
に
よ
っ
て
積
算
が
な

さ
れ
て
お
り
、
リ
ス
ク
や
責

任
に
相
応
し
た
額
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ

う
な
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、

受
託
を
控
え
る
事
業
者
の
出

現
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
国

民
の
衛
生
・
安
全
を
脅
か
す

事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
時
の
除
染

作
業
と
同
様
、
作
業
の
危
険

度
に
対
す
る
特
殊
勤
務
手
当

の
設
定
は
必
須
で
あ
り
、
施

設
管
理
に
携
わ
る
従
業
員
の

リ
ス
ク
管
理
を
考
慮
し
た
契

約
金
額
の
割
り
増
し
等
（
特

殊
勤
務
手
当
）
が
必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
従
事
者
慰
労
金
の
交

付
は
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
事

業
者
に
対
す
る
助
成
等
は
あ

り
ま
せ
ん
。
感
染
症
の
拡
大
防

止
等
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
施
設
に
お
い
て
は
、

そ
の
管
理
を
受
託
す
る
事
業

者
に
対
す
る
特
別
な
補
償
、
補

助
、
助
成
等
を
設
定
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

慰
労
金
の
交
付
対
象
に
つ

き
ま
し
て
も
、
院
内
清
掃
は

交
付
対
象
と
し
て
明
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
立
哨
等
を

行
う
警
備
員
も
患
者
と
の
接

行
を
お
願
い
し
た
い
。

イ 

現
在
、
各
省
庁
の
入
札
参
加

資
格
で
あ
る
、
省
庁
統
一
資
格

に
お
け
る
等
級
算
出
の
た
め

の
付
与
数
値
は
、
売
上
高
や
資

本
金
等
が
算
定
項
目
と
な
っ

て
お
り
、
障
害
者
雇
用
率
は
算

定
項
目
に
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生

労
働
省
の
一
部
部
局
で
は
、
競

争
入
札
の
参
加
資
格
と
し
て

障
害
者
雇
用
率
の
導
入
に
取

り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
国

全
体
で
省
庁
統
一
の
審
査
資

格
の
項
目
に
障
害
者
雇
用
率

の
新
設
等
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ウ 

障
害
者
が
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ル

オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
は
、
障
害

者
を
活
用
し
て
ビ
ル
清
掃
を

行
う
業
者
に
委
託
し
た
場
合

に
は
、
国
が
特
別
に
認
証
あ
る

い
は
表
彰
す
る
な
ど
、
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
に
お
け
る

障
害
者
雇
用
を
後
押
し
す
る

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

３　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
事
項

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
契
約
変
更
に

よ
る
経
営
環
境
の
悪
化
や
、
希

望
退
職
者
の
増
加
に
よ
る
事
業

環
境
の
脆
弱
化
等
、
深
刻
な
影

響
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
国
民

の
生
活
の
維
持
に
必
要
不
可
欠

な
施
設
を
、
衛
生
面
と
安
全
面

の
両
面
か
ら
支
え
る
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
務
へ
の
支
援
策
拡

充
を
要
望
し
ま
す
。

者
が
補
償
負
担
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
労
働
基
準
法

に
基
づ
く
支
払
賃
金
で
は
生

活
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら

従
業
員
が
退
職
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
施
設
の
利
用
が
再

開
さ
れ
た
場
合
の
人
員
不
足

の
事
態
に
陥
り
ま
す
。
結
局
、

離
職
を
く
い
止
め
る
に
は
、
従

業
員
の
従
来
水
準
の
賃
金
を

保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
を
理
由
に
官

公
庁
の
管
理
す
る
施
設
（
外

郭
団
体
が
管
理
す
る
場
合
を

含
む
）
の
利
用
縮
小
や
閉
鎖

を
行
う
場
合
に
は
、
事
業
者

の
営
業
補
償
及
び
従
事
者
の

雇
用
を
守
る
た
め
、
契
約
額

の
減
額
、
解
約
等
の
不
利
益

な
取
り
扱
い
を
行
わ
な
い
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）

は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
し
た
場
合

で
も
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

は「
保
健
衛
生
の
保
護
に
と
っ

て
必
須
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
業

種
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
イ

ン
フ
ラ
産
業
と
し
て
、
出
勤

の
認
定
、
縮
小
・
閉
鎖
に
関

し
て
は
減
額
さ
れ
な
い
業
種

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
３
）
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
現
場

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
罹
患
の
疑
い
の
あ
る
患

者
が
訪
れ
る
医
療
施
設
、
感

染
症
軽
症
者
の
宿
泊
療
養
施

設
等
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

環
境
に
従
事
者
を
派
遣
す
る

場
合
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高

触
を
伴
う
業
務
で
あ
る
た
め
、

院
内
清
掃
同
様
、
対
象
と
な

る
場
合
が
多
い
業
種
と
し
て

明
記
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
期
間
に
つ

い
て
は
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
従
事
者
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
感
染
状
況
は
継

続
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
３
カ
月
や
６
カ
月
等
、

定
期
的
に
交
付
す
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

（
４
）
警
備
員
教
育
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
８
月
に
警
備
業

法
施
行
規
則
が
一
部
改
正
さ

れ
、
法
定
教
育
の
時
間
数
や

頻
度
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
警
備
員

の
社
内
教
育
は
、
講
習
の
実

施
を
躊
躇
し
て
従
来
の
教
育

計
画
を
満
た
せ
な
い
業
者
も

多
数
発
生
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外

部
講
習
機
関
で
あ
る
東
京
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
等
の

関
係
団
体
に
お
い
て
は
、「
密
」

を
避
け
る
感
染
防
止
策
と
し

て
通
常
よ
り
大
幅
に
定
員
を

削
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十

分
な
教
育
機
会
を
提
供
で
き

て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

警
備
員
法
定
教
育
に
関
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
警
備
員

教
育
時
間
の
不
足
を
申
し
出

た
業
者
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
度
教
育
期
間
を
令
和
３
年

９
月
30
日
な
ど
ま
で
延
長
し

て
頂
く
措
置
等
を
ご
検
討
い

た
だ
き
た
く
、
要
望
し
ま
す
。

に
改
正
さ
れ
た
。

　

東
京
都
最
低
賃
金
は
、
都
内
の

事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

と
使
用
者
に
適
用
。
常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
属
性
、
性
、
国
籍
、
年
齢

の
区
別
な
く
、
使
用
者
は
労
働
者

に
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
違
反

す
る
と
最
低
賃
金
法
に
よ
り
罰
則

対
象
と
な
る
。

　

な
お
、
以
下
の
金
額
は
最
低
賃

金
に
は
算
入
さ
れ
な
い
。

⑴　

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及

び
家
族
手
当

⑴　

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

（
結
婚
手
当
な
ど
）

⑴　

１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）

⑴　

時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
及

び
深
夜
労
働
の
手
当

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
な
ど
を
支
援

す
る
た
め
、「
業
務
改
善
助
成
金
」

な
ど
の
支
援
を
実
施
。
令
和
２
年

４
月
か
ら
は
、
東
京
労
働
局
委
託

事
業
と
し
て
「
東
京
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
電
話

０
１
２
０
‐
２
３
２
‐
８
６
５
）

も
開
設
し
、
専
門
家
に
よ
る
相
談

対
応
や
出
張
相
談
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　

東
京
労
働
局
長
は
、
東
京
都

最
低
賃
金
を
現
行
通
り
時
間
額

１
０
１
３
円
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

東
京
都
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
７
月
10
日
、
東
京
労
働

局
長
が
東
京
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
に
諮
問
を
行
い
、
同
審
議
会
が

８
月
５
日
、
東
京
都
最
低
賃
金

１
０
１
３
円
に
つ
い
て
は
現
行
ど

お
り
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
の
答
申
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
東
京
労
働
局
長

は
、
答
申
内
容
の
公
示
な
ど
所
要

の
手
続
き
を
経
て
、
東
京
都
最
低

賃
金
の
時
間
額
を
１
０
１
３
円
と

す
る
決
定
を
行
っ
た
。

　

近
隣
各
県
に
お
け
る
最
低
賃
金

は
、
埼
玉
９
２
８
円
（
引
上
額
２

円
）、
千
葉
９
２
５
円
（
同
２
円
）、

神
奈
川
１
０
１
２
円
（
同
１
円
）

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
016円 013円 019円 019円 019円引上額

時間額 837円 850円 869円 888円 907円

平成 28年
025円
932円

平成 29年
026円
958円

平成 30年
027円
985円

令和元年
028円
1,013円

令和 2年
00円
1,013円

東京都の最賃、据え置き

時間額 1013 円に決定


